令和２年１０月の相談支援体制の見直しについて
1. ６区基幹相談支援センター開設
受託は、企画提案（プロポーザル）により以下の６法人に決定
中央区：社会福祉法人りべるたす
花見川区：社会福祉法人　斉信会
稲毛区：社会福祉法人　手をつなぐ育成会
若葉区：社会福祉法人　宝寿会
緑区：社会福祉法人　あしたば
美浜区：社会福祉法人　春陽会
2. Ｄ型障害者相談支援事業及びＣ型知的障害者生活支援事業の廃止
3. 地域生活支援拠点の増設
今年度２か所増設に向けて調整中
4. 地域自立支援協議会の見直し
(1) 運営事務局会議の運営主体が、市直営から各区基幹相談支援センターの輪番制へ変更
【今年度の当番予定】
　R2.11:中央区基幹、R3.1:花見川区基幹、R3.3:稲毛区基幹
(2) 各区相談支援事業所意見交換会→各区基幹により毎月開催

(3) 委員構成の見直し
(1) Ｄ型障害者相談支援事業者及びＣ型知的障害者生活支援事業者
→　基幹相談支援センター事業者
(2) 運営事務局会議に拠点コーディネーターが加入。
(3) 全体会及び運営事務局会議に、千葉市精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進連携会議委員の加入について検討中
(4) 地域部会は、２区毎から１区毎へ改変
固定メンバーはこれまで同様、
①基幹相談支援センター
②障害福祉サービス事業者連絡協議会員
③民生委員・児童委員
④知的障害者相談員
⑤障害支援班主査
（固定メンバーの他に任意のメンバーを参加させることが可能）
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